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　「いろいろある

だろうと覚悟を決

めて飼い始めた。

でも、全てひっく

るめて『よかった』

と思う」と寺澤さ

ん。よかったこと

の一つとして「家

族の絆と会話が増

えた」とにっこり。

　また「うちに帰った時にぴょんぴょん跳ね

て喜んでくれるし、いつもくっついてくるの

でかわいい」「困ったことがあると高橋さん

に相談している」とも。

シニアドッグ・サポーターになった
寺澤秋子さんと
保護犬のバンデちゃんの場合

　

ま
ち
な
か
で
癒
や
し
の
風

景
―
。
白
山
神
社
＝
小
幡
中

一
＝
内
に
あ
る
弁
天
池
で
先

月
十
五
日
、
昨
年
に
続
い
て

こ
と
し
も
カ
ル
ガ
モ
の
親
子

が
姿
を
見
せ
た
。

　

や
っ
て
き
た
の
は
昨
年
と

同
じ
数
、
ひ
な
十
一
羽
と
親

鳥
一
羽
。
親
子
で

一
緒
に
泳
ぐ
姿
な

ど
を
披
露
し
て
お

り
、
カ
メ
ラ
を
向

け
て
い
た
人
か
ら

は
「
こ
と
し
も
来

て
く
れ
た
。
う
れ

し
い
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
た
。  

　

昨
年
は
八
月
初

め
ご
ろ
ま
で
〝
癒

や
し
の
風
景
〟
が

見
ら
れ
た
と
の
こ

と
。

写
真
で
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
な
風
景

「
あ
ま
り
遠
く
へ
行
か
な
い
で
ね
」
と

い
っ
た
親
鳥
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

に
よ
る
「
管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
響
き
～
夏
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
♪

～

」

が

八

月

三

十

一

日

（
火
）
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝

小
幡
南
一
＝
で
催
さ
れ
る
。
午

後
三
時
開
演
、
同
二
時
半
開
場
。

　

〝
若
き
才
能
た
ち
〟
が
織
り

成
す
、
管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
コ

ン
サ
ー
ト
。
同
大
教
員
・

橋

直
史
さ
ん
が
指
揮
と
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
を
務
め
、
普
段
ク
ラ
シ
ッ

ク
に
親
し
ん
で
い
な
い
人
で
も

安
心
し
て
鑑
賞
で
き
る
。

　

曲
目
は
、
カ
ス
テ
レ
ー
ド

「
『
笛
吹
き
の
休
日
』
よ
り
」

（
フ
ル
ー
ト
四
重
奏
）
や
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
「
『
フ
ィ
ガ
ロ
の

結
婚
』
よ
り
序
曲
」
（
管
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
）
、
ブ
ラ
ー
ム
ス

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲　

第
５

番
」
（
同
）
ほ
か
。
入
場
料

（
全
指
定
席
）
は
千
円
、
未
就

学
児
は
入
場
不
可
。

　

と
も
に
問
い
合
わ
せ
は
守
山

文
化
小
劇
場
＝
☎
０
５
２
（
７

９
６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

「
君
を
ブ
ラ
ス
が
待
っ
て
い

る 

吹
奏
楽
入
門
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
招
待
券
を
本
紙
読
者
二
組
四

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。　

　

【
応
募
方
法
】

　

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
吹
奏

楽
」
、
本
文
に
①
住
所
②
氏
名

③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
お
近
く

の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
記
入

し
て
＝circle@m-hn.com

＝

へ
。

　

〈
郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五
二
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
吹
奏

楽
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　

と
も
に
締
め
切
り
は
二
十
七

日
（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

　

人
と
犬
が
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
を
、
も
っ
と
前
向
き
に
―
。
犬
の
保
護
活
動
を
続
け
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｄ
Ｏ
Ｇ　

Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ド
ッ
グ
・
デ
ュ
ッ
カ
）
」
（
高
橋
忍
代
表
）
＝
金
屋
一

＝
は
、
高
齢
者
と
保
護
し
た
高
齢
犬
を
結
び
付
け
て
互
い
が
支
え
合
え
る
よ
う
に
す
る
「
シ
ニ

ア
ド
ッ
グ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
二
〇
一
九
年
十
月
に
ス
タ
ー
ト
。
日
本
初
の
取
り
組
み
に

よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
は
こ
の
ほ
ど
五
十
件
を
超
え
、
高
橋
さ
ん
は
「
こ
こ
ま
で
き
て
、
や
っ
と
両

方
が
救
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
話
し
て
い
る
。

み
の
五
十
件
の
う
ち
、
犬
が
戻

さ
れ
た
例
は
な
い
と
の
こ
と
。

「
最
初
は
、
高
齢
者
に
譲
渡
し

た
ら
何
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
」
と
高
橋
さ
ん
。

「
こ
の
制
度
を
広
め
て
い
く
と

と
も
に
、
命
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
も
。

　

最
近
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
か
ら

犬
の
保
護
依
頼
を
受
け
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
と
い
い
、
地
域

で
活
躍
す
る
ケ
ア
マ
ネ
の
人
た

ち
に
向
け
「
困
っ
た
と
き
は
相

談
に
乗
る
の
で
連
絡
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

シ
ニ
ア
ド
ッ
グ
・
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
「
Ｄ
Ｏ
Ｇ 

Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
」
＝

☎
０
５
２
（
７
９
５
）
５
０
０
３

＝
へ
。
同
制
度
の
利
用
希
望
者

に
は
面
談
な
ど
あ
り
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝http://d

ogduca.sunnyday.jp/

＝
で

も
紹
介
し
て
い
る
。

　

「
Ｄ
Ｏ
Ｇ　

Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
」
が

犬
の
保
護
活
動
を
開
始
し
た
の

は
二
〇
〇
一
年
。
老
人
ホ
ー
ム

で
の
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
も
行

っ
て
お
り
、
そ
の
経
験
か
ら

〝
高
齢
者
と
高
齢
の
保
護
犬
が

一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
で
共
に
幸

せ
に
な
れ
る
の
で
は
〟
と
考
え

た
こ
と
が
新
た
な
制
度
を
生
み

出
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

「
動
物
愛
護
の
世
界
で
は
こ

れ
ま
で
、
高
齢
者
と
高
齢
犬
は

排
除
さ
れ
て
き
た
」
と
高
橋
さ

ん
。
高
齢
者
が
保
護
犬
の
譲
渡

を
受
け
よ
う
と
し
て
も
「
（
年

齢
か
ら
）
最
後
ま
で
世
話
を
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
」
と
断

ら
れ
た
り
、
ま
た
高
齢
犬
に
つ

い
て
も
「
医
療
や
ケ
ア
の
負
担

が
大
き
い
」
な
ど
の
理
由
か
ら

保
護
自
体
行
わ
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

「
Ｄ
Ｏ
Ｇ　

Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
」
が

独
自
に
始
め
た
「
シ
ニ
ア
ド
ッ

グ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
は
、

高
齢
者
（
シ
ニ
ア
ド
ッ
グ
・
サ

ポ
ー
タ
ー
）
の
力
を
借
り
、
保

護
し
た
高
齢
犬
（
シ
ニ
ア
ド
ッ

グ
）
を
救
お
う
と
す
る
も
の
。

両
者
が
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
で

互
い
の
寂
し
さ
が
な
く
な
り
、

高
齢
者
に
は
生
き
る
活
力
が
湧

く
、
外
へ
出
る
機
会
が
増
え

る
、
生
活
リ
ズ
ム
が
整
う
と
い

っ
た
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
同
制
度
は
、
飼
育
の
継

続
が
難
し
く
な
っ
た
と
き
に

「
Ｄ
Ｏ
Ｇ　

Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
」
へ
犬

を
戻
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

犬
の
食
事
や
医
療
の
支
援
も
受

け
ら
れ
る
の
が
特
長
。
さ
ら

に
、
飼
い
方
の
相
談
だ
け
で
な

く
高
齢
者
自
身
の
悩
み
に
も
応

じ
る
な
ど
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ

リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
」

を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
行
っ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
マ
ッ
チ
ン
グ
済

　

上
志
段
味
上
島
の
「
し
だ
み

保
育
園
」
で
五
月
十
八
日
、
消

防
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
園
児
と

保
育
士
ら
約
百
四
十
人
が
参
加

し
、
避
難
や
初
期
消
火
な
ど
の

訓
練
に
取
り
組
ん
だ
。

　

同
園
で
は
月
一
回
、
火
災
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
。

今
回
は
守
山
消
防
署
に
協
力
を

依
頼
し
、
火
災
発
生
時
の
対
応

な
ど
も
含
め
て
園
児
が
楽
し
く

学
べ
る
よ
う
行
っ
た
も
の
。

　

訓
練
が
始
ま
る
と
「
給
食
室

か
ら
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
」

と
園
内
放
送
が
流
れ
、
参

加
者
は
三
班
に
分
か
れ
て

周
辺
の
駐
車
場
な
ど
へ
避

難
。
小
さ
な
子
も
保
育
士

が
押
す
乳
母
車
に
乗
っ
て

訓
練
に
加
わ
っ
た
。

　

続
い
て
署
員
と
保
育
士

が
、
一
人
で
花
火
を
し
よ

う
と
す
る
悪
い
子
を
演
じ

る
な
ど
、
火
災
対
応
の
寸

劇
を
披
露
。
水
消
火
器
で

火
元
に
見
立
て
た
的
を
狙

う
場
面
も
あ
り
、
見
守
る

園
児
か
ら
は
「
お
ー
」

「
す
ご
ー
い
」
と
声
が
上

が
っ
た
。

　

ま
た
講
話
で
は
、
署
員
が

「
避
難
す
る
と
き
に
注
意
す
る

こ
と
は
『
お
・
は
・
し
・
も
』

だ
よ
」
（
お
押
さ
な
い
、
は
走

ら
な
い
、
し
し
ゃ
べ
ら
な
い
、

も
戻
ら
な
い
）
と
呼
び
掛
け

た
。
訓
練
に
つ
い
て
平
野
陽
子

園
長
は
「
毎
回
反
省
。
子
ど
も

た
ち
に
は
、
自
分
の
命
を
守
る

た
め
の
行
動
を
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
た
。

年
参
加
し
、
米
作
り
と
環
境
問

題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
。

　

代
か
き
が
済
ん
だ
田
ん
ぼ
に

は
、
昨
年
に
続
き
会
員
の
み
が

集
合
。
田
植
え
に
最
適
と
い
う

曇
り
空
の
下
、
ト
ン
ボ
で
泥
を

な
ら
し
た
後
、
収
穫
量
が
多
く

て
暑
さ
に
強
い
品
種
「
に
こ
ま

る
」
の
苗
を
手
植
え
し
た
。
今

後
は
会
員
有
志
で
水
の
管
理
や

草
取
り
な
ど
を
行
い
、
十
月
下

旬
に
稲
刈
り
を
す
る
予
定
。

　

同
会
で
は
、
田
ん
ぼ
の
手
入

れ
や
稲
刈
り
の
ほ
か
、
水

辺
の
生
き
物
の
観
察
な
ど

を
体
験
す
る
「
田
ん
ぼ
の

学
校
」
の
一
般
参
加
者
を

少
人
数
な
が
ら
募
っ
て
い

る
。
「
生
き
物
が
い
っ
ぱ

い
の
里
山
で
、
昔
な
が
ら

の
米
作
り
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
國
村
代
表
。

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
は
同
会
事
務
局
の
村
松

さ
ん
方
＝
☎
０
５
２
（
７

９
５
）
８
９
３
２
＝
へ
。

　

演
奏
を
見
て
・
聴
い
て
、
楽

器
を
知
ろ
う
―
。
小
中
学
生
向

け
の
「
君
を
ブ
ラ
ス
が
待
っ
て

い
る　

吹
奏
楽
入
門
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
、
八
月
二
十
七
日

（
金
）
に
守
山
文
化
小
劇
場
＝

小
幡
南
一
＝
で
開
か
れ
る
。

　

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
へ
の
出
場
回
数
（
四

十
二
回
）

が

日

本

一
、
う
ち

金
賞
十
六

回
の
名
門

・
愛
工
大

名
電
高
校

吹
奏
楽
部

が
協
力
・

出
演
。
二

部
構
成
の

ス
テ
ー
ジ

で
吹
奏
楽

の
魅
力
を

伝
え
る
。

　

プ
ロ
グ

ラ
ム
の
第

一
部
は
、
音
楽
物
語
「
笛
吹
き

パ
ン
の
物
語
」
（
楽
器
紹
介
の

話
付
き
）
。
ま
た
、
第
二
部
で

は
「
パ
プ
リ
カ
」
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｙ
」
「
デ
ィ
ー
プ
パ
ー
プ
ル
メ

ド
レ
ー
」
と
い
っ
た
曲
を
披
露

す
る
。

　

午
後
二
時
開
演
、
同
一
時
開

場
。
約
一
時
間
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
の
展

示
も
行
わ
れ
る
。
入
場
料
（
全

指
定
席
）
は
五
百
円
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

金
城
学
院
大
学
文
学
部
音
楽

芸
術
学
科
の
管
楽
器
コ
ー
ス
生

　

市
内
河
川
の
動
植
物
保
護
や

調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
「
名

古
屋
市
水
辺
研
究
会
」
（
國
村

恵
子
代
表
）
は
先
月
十
三
日
、

竜
泉
寺
二
地
内
で
「
田
ん
ぼ
の

学
校
」
を
催
し
、
会
員
ら
二
十

人
が
田
植
え
を
行
っ
た
。

　

田
ん
ぼ
の
学
校
は
、
同
会
が

地
域
の
人
の
休
耕
田
を
借
り
る

な
ど
し
て
二
〇
〇
七
年
に
始
め

た
も
の
。
無
農
薬
に
よ
る
稲
作

を
続
け
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
は
小
幡
北
小
の
五
年
生
も
毎

　

久
し
ぶ
り
で
う
れ
し
い
―
。

園
児
年
長
か
ら
小
学
生
を
対
象

に
し
た
「
オ
セ
ロ
大
会
」
が
五

月
三
十
日
、
守
山
児
童
館
＝
小

幡
一
＝
で
開
か
れ
、
男
女
十
五

人
が
対
戦
を
楽
し
ん
だ
。

　

「
市
児
童
館
交
流
オ
セ
ロ
大

会
」
（
九
月
、
港
区
・
と
だ
が

わ
こ
ど
も
ラ
ン
ド
）
代
表
メ
ン

バ
ー
四
人
の
選
出
も
兼
ね
て
行

わ
れ
た
も
の
。
同
館
は
、
有
段

者
の
選
手
が
教
え
る
オ
セ
ロ
ク

ラ
ブ
も
催
し
て
お
り
、
市
大
会

の
団
体
戦
で
二
〇
一
八
年
に
準

優
勝
、
翌
一
九
年
に
優
勝
の
成

績
を
収
め
て
い
る
。

　

二
年
ぶ
り
と
な
っ
た
同
館
の

大
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
飛
ま
つ
防
止

シ
ー
ト
を
設
置
。
ま
た
ス
イ
ス

式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
技
し
、

全
て
の
参
加
者
が
四
試
合
を
行

う
な
ど
、
仕
切
り
越
し
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

優
勝
し
た
の
は
、
市
大
会
の

個
人
戦
で
現
在
三
連
覇
中
の
傍

嶋
大
地
君
（
小
幡
小
六
年
）
。

「
久
し
ぶ
り
に
オ
セ
ロ
大
会
に

参
加
で
き
、
優
勝
も
で
き
て
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
感

想
を
話
し
て
い
た
。

　

二
位
以
下
の
入
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
（
敬
称
略
）
。

　

②
川
副
央
恭
（
二
城
小
三
年
）

③
松
崎
利
音
（
小
幡
小
四
年
）

④
橋
本
和
弥
（
廿
軒
家
小
四
年
）

高齢者と高齢犬が互いに支え合う
「シニアドッグ・サポーター制度」スタートから間もなく２年

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
Ｄ
Ｏ
Ｇ　

Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
」が
提
唱

久
々
の
オ
セ
ロ
大
会
に
わ
く
わ
く

守
山
児
童
館
で
男
女

人
が
対
戦
楽
し
む

「
し
だ
み
保
育
園
」
で
消
防
訓
練

園
児
ら
１
４
０
人
が
避
難
や
初
期
消
火
な
ど

田
ん
ぼ
で
米
作
り
と
環
境
問
題
学
ぶ

名
古
屋
市
水
辺
研
究
会
が
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

君
を
ブ
ラ
ス
が
待
っ
て
い
る 

吹
奏
楽
入
門
コ
ン
サ
ー
ト

管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
響
き
～
夏
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
♪
～

しつけ中の保護犬に囲まれて高橋さん

対戦は飛まつ防止シート
の仕切り越しに行われた

賞
状
を
手
に
上
位
入
賞
者
の
皆
さ
ん

火
災
対
応
に
つ
い
て
伝
え
る
寸

劇
を
署
員
と
保
育
士
が
熱
演

管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
魅
力
を
紹

介
す
る
金
城
学
院
大
の
学
生
ら

園児たちも水消火器を使って初期消火を体験

迫力ある演奏を披露する愛工大名電高の吹奏楽部

“さまざまな命が輝く”里山の
田んぼで田植えをする会員ら




